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学 位 論 文 題 目 

Purse seine fishery management in Malaysia: an output control for sustainable fisheries 
(マレーシアにおけるまき網漁業管理: 持続可能な漁業のための産出量規制) 

 
 世界の漁獲漁業生産量は 1990 年代より頭打ちになっている中，東南アジアでは漁獲量が増加し続け

ており注目されている。東南アジアの中で，いち早く漁業管理を導入したマレーシアにおいて重要な漁

業であるまき網漁業は，多くの魚種を一度に漁獲する多魚種漁業を行うが，マレーシアでは，この漁業

に対して魚種ごとの産出量規制，いわゆる漁獲枠を設定し，資源管理を行おうとしている。本研究では，

東南アジアにおける多魚種漁業の一例として，マレーシアのまき網漁業に注目し，魚種ごとの管理の可

能性を検討し，実施可能な資源管理の方策を提言した。 
 3 回にわたる現地調査を元に得られた，漁獲場所，魚種組成等の情報を統計処理し，魚種ごとの漁獲

を抑制できるような禁漁区などの設置の可能性を検討した。その結果，一部のマグロ・カツオ類を除く

ほとんどの魚種で，漁場が他の魚種と大幅に重複しており，魚種ごとのの漁獲を制限することによって，

多くの他の魚の漁獲にも影響が及び，魚種を特定した資源管理が困難であることがわかった。 
 そこで，複数の魚種をまとめた魚種グループを対象とした資源管理手法を検討した。日本の水産庁が，

年齢別漁獲量などのデータが入手できない資源に対して適用しているフィードバック管理方式を魚種

グループに適用するシミュレーションを行った結果，成長が極めて遅い魚種については，親魚量が MSY
水準を下回る可能性があるものの，その他の魚種については，持続的な漁業ができる資源状態を維持で

きることが明らかになった。 
 以上をふまえ，魚種ごとの漁獲枠設定に代わる，魚種グループでの資源管理手法の方策を軸に，乱獲

されやすい魚種に対する特別な漁獲・資源調査，漁獲努力量規制などと組み合わせた漁業管理手法が提

言した。 
本研究では，今後発展が期待される東南アジアにおける漁業管理の困難性を明らかにしたとともに，

その解決策も提示しており，当地域における持続的漁業の確立に直接的に寄与することが期待される。

よって申請者は，博士（水産科学）の資格があるものと判定した。 
 


